
色
彩
ゆ
た
か
な

　

入
善
町
・
朝
日
町
を

　
　
　
　
　

訪
ね
て
み
た
。

■ 

入
善
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド 

①

　

「
に
ゅ
う
ぜ
ん
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
」
は
、
大
自
然
の
中
に
会
場
が

あ
り
、
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
を
背

景
に
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
一
面
に
咲
き
、
訪
れ
る
人
た

ち
を
感
動
さ
せ
て
い
る
。
今
年
も

四
月
九
日
（
土
）
か
ら
開
催
さ
れ

る
。

■ 

朝
日
町
の
ヒ
ス
イ
海
岸 

②

　

ヒ
ス
イ
の
原
石
が
打
ち
上
げ
ら

れ
る
世
界
的
に
も
大
変
珍
し
い

「
ヒ
ス
イ
海
岸
」
で
は
、
ヒ
ス
イ

の
原
石
を
一
年
を
通
じ
て
探
す
こ

と
が
で
き
る
。
ヒ
ス
イ
色
の
美
し

い
海
岸
は
、
夕
日
で
オ
レ
ン
ジ
色

に
染
ま
る
。
こ
の
海
岸
近
く
に
あ

る
旅
館
、
民
宿
や
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

の
た
ら
汁
は
絶
品
で
あ
る
。

■ 

朝
日
町
の
バ
タ
バ
タ
茶
会
③

　

日
本
で
唯
一
の
後
発
酵
茶
「
黒

茶
」
で
二
本
合
わ
せ
の
夫
婦
茶
筅

で
カ
タ
カ
タ
と
い
い
音
を
響
か
せ

な
が
ら
泡
立
て
な
が
ら
飲
む
。
地

域
に
続
く
生
活
文
化
で
あ
り
、
朝

日
町
蛭
谷
地
区
の
「
バ
タ
バ
タ
茶

伝
承
館
」
、
歴
史
公
園
「
川
上

家
」
で
バ
タ
バ
タ
茶
会
の
雰
囲
気

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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元気

　

経
済
学
の
書
籍
で
は
、「
組
織
の
目
的
は

利
潤
最
大
化
」と
目
に
す
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
。し
か
し
、「
利
益
追
求
は
、あ
る
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、最

終
目
的
で
は
な
い
」と
考
え
て
い
る
経
営
者

は
少
な
く
な
い
。

　

南
砺
市
福
野
駅
前
で
、居
酒
屋
の「
和
伊

之
介
」を
経
営
し
て
い
る
吉
田
健
一
氏
も
そ

の
一
人
で
あ
る
。

　

地
元
福
野
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
に

は
、人
気
店
と
な
り
福
野
に
人
を
呼
び
込
む

こ
と
と
、お
店
で
少
し
で
も
多
く
の
人
を
雇

用
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
吉
田
氏
は
、イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
で
長
年
修
行
を
積
ん
で
お
り
、他
の
居

酒
屋
で
は
味
わ
え
な
い
本
格
的
な
メ

ニ
ュ
ー
が
人
気
だ
。中
で
も
、と
ろ
け
る
フ

ワ
フ
ワ
な
卵
と
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
、ラ
イ
ス
が

絡
み
、エ
ビ
の
プ
リ
ッ
と
し
た
食
感
が
絶
妙

地
元
の
発
展
に
貢
献
す
る

昭和52年3月12日第三種郵便物認可

で
あ
る「
エ
ビ
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
オ
ム

ラ
イ
ス
」は
、当
店
の
目
玉
料
理
の
一
つ
で

あ
る
。

　

ま
た
、様
々
な
ワ
イ
ン
を
扱
っ
て
お
り
、

ピ
ザ
の
需
要
も
多
い
こ
と
か
ら
、昨
年
夏

に
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ
の

新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
取
り
組
み
、新
た
な

フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

こ
の
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
必
要
な
窯
の

購
入
な
ど
に
は
、小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
を
活
用
し
て
い
る
。ま
た
、七
年
前

の
創
業
時
に
は
、店
内
改
装
費
や
家
賃
を

補
助
し
て
も
ら
え
る
南
砺
市
の
起
業
家
育

成
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、創
業
時

か
ら
南
砺
市
商
工
会
が
支
援
し
て
い
る
。

　
「
様
々
な
支
援
以
外
に
も
、商
工
会
で
築

い
た
経
営
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
多
く

の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、大
変
参
考
に

な
る
。」と
語
っ
て
く
れ
た
吉
田
氏
の
笑
顔

は
、地
元
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
経
営

者
の
笑
顔
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

取材協力

和伊之介

8

エビのトマトクリームオムライス

住　　所：下新川郡入善町入膳５２３２－５
電　　話：０７６５－７２－０１６３

　

昨
今
十
月
に
な
る
と
「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
よ
う
に

な
っ
た
。
一
説
に
よ
る
と
日
本
国
内
に
お

け
る
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
の
経
済
効
果
は
千

百
億
円
以
上
と
言
わ
れ
て
お
り
、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
の
経
済
効
果
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
入
善
町
で
は
都
市
部
の
よ
う

に
、
仮
装
し
て
盛
り
上
が
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
入
善
町
商
工
会
青
年
部
は
、

平
成
二
十
七
年
度
元
気
な
商
工
会
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
を
活
用
し
、
仮
装
を
楽
し

む
「
に
ゅ
う
ぜ
ん
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
リ
ィ
」

を
開
催
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
青
年
部
が
試
行

錯
誤
し
て
開
発
し
た
「
入
善
深
層
水
仕
込

み
の
カ
キ
ピ
ザ
」
を
参
加
者
に
堪
能
し
て

も
ら
い
、
入
善
町
の
特
産
品
で
あ
る
カ
キ

の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
た
。

　

ま
た
、
同
事
業
と
は
別
に
商
工
会
が
進

め
て
い
た
企
画
で
、
中
心
市
街
地
で
カ
キ

に
ゅ
う
ぜ
ん
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
リ
ィ

料
理
を
扱
っ
て
い
る
飲
食
店
を
回
る「
に
ゅ

う
ぜ
ん
バ
ル
街
」
を
同
時
に
開
催
し
た
。

（「
バ
ル
」
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
居
酒
屋

や
食
堂
、
社
交
場
と
い
う
意
味
。）

　

結
果
と
し
て
は
、「
に
ゅ
う
ぜ
ん
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
リ
ィ
」
に
は
、
県
内
中
か
ら

参
加
者
が
集
ま
り
、
地
元
の
特
産
品
で
あ

る
カ
キ
を
多
く
の
人
た
ち
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
な
ど
が
仮

装
し
て
「
に
ゅ
う
ぜ
ん
バ
ル
街
」
参
加
店

を
回
る
な
ど
、
週
末
の
街
中
は
賑
わ
い
を

見
せ
、
飲
食
店
を
利
用
す
る
客
数
が
普
段

以
上
に
多
か
っ
た
。

　

仮
装
を
し
た
こ
と
に
よ
る
テ
ン
シ
ョ
ン

の
高
ま
り
が
、
飲
食
店
の
回
遊
に
繋
が
り
、

複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
開
催
し
た
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
た
。

　
「
一
＋
一
」
が
「
二
」
で
は
な
く
、「
三
」

に
も
「
四
」
に
も
な
る
こ
と
を
実
践
し
た

青
年
部
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

問い合わせ先

入善町商工会青年部

入善深層水仕込みのカキピザ

入善町商工会青年部の皆さん
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富
山
県
商
工
会
連
合
会

平
成
二
十
八
年
度
事
業
計
画

　
三
月
二
十
八
日
開
催
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
「
平
成
二
十
八
年
度
事
業
計

画
」
が
決
定
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、
地
方
創
生
と
地
域
経
済
の
活
性
化
の

た
め
、
全
国
統
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
商
工
会
は
行
き
ま
す
　
聞
き
ま
す
　
提

案
し
ま
す
～
会
員
満
足
向
上
運
動
～
」
を
掲
げ
、
中
小
・
小
規
模
企
業
向
け

施
策
を
活
用
し
て
、
会
員
、
地
域
住
民
並
び
に
行
政
か
ら
信
頼
さ
れ
る
商
工

会
へ
と
不
断
の
変
革
を
期
し
、
県
下
の
商
工
会
と
一
体
と
な
っ
て
積
極
的
に

事
業
を
実
施
す
る
。

《
重
点
事
項
》

一
．
安
定
的
な
組
織
基
盤
の
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

～
徹
底
し
た
巡
回
訪
問
に
よ
り

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
提
案
を
～

　

役
職
員
に
よ
る
徹
底
し
た
巡
回

訪
問
の
展
開
に
よ
り
、
商
工
会
地

区
内
の
事
業
所
及
び
地
域
が
抱
え

る
課
題
や
ニ
ー
ズ
の
積
極
的
な
把

握
に
努
め
、
課
題
の
解
決
に
向
け

た
端
緒
の
発
現
と
事
業
者
の
経
営

力
の
向
上
に
寄
与
で
き
る
体
制
を

一
層
強
化
し
て
い
く
た
め
、
経
営

指
導
員
は
も
と
よ
り
、
呼
称
変
更

し
た
「
経
営
支
援
員
」
は
じ
め
全

職
員
が
一
丸
と
な
っ
た
支
援
体
制

を
構
築
し
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ

た
支
援
を
推
進
す
べ
く
商
工
会
と

連
携
し
て
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

①
会
員
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
・

訪
問
の
徹
底
と
積
極
的
な
課
題
解

決
等
の
提
案
を
行
う
こ
と
、
②
中

小
・
小
規
模
企
業
施
策
や
商
工
会

活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
図
り
、
未

加
入
事
業
所
へ
の
訪
問
活
動
な
ど
、

会
員
増
強
運
動
を
強
力
に
展
開
す

る
こ
と
、
③
自
主
財
源
の
強
化
を

図
る
た
め
、
各
種
共
済
制
度
に
つ

い
て
の
加
入
促
進
を
推
進
す
る
。

二
．
中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
支

援
強
化

～
効
果
的
な
支
援
施
策
の
活
用
と

き
め
細
か
な
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
～

　

小
規
模
企
業
が
抱
え
る
課
題
に

対
し
、
事
業
者
に
寄
り
添
っ
た
支

援
を
行
う
べ
く
、
商
工
会
の
経
営

発
達
支
援
事
業
を
実
施
す
る
事
業

計
画
（
経
営
発
達
支
援
計
画
）
の

策
定
を
引
き
続
き
支
援
す
る
と
と

も
に
、「
伴
走
型
小
規
模
事
業
者

支
援
推
進
事
業
」
の
円
滑
な
実
施

の
支
援
な
ど
、
小
規
模
事
業
者
の

持
続
的
発
展
へ
の
取
り
組
み
を
強

力
に
支
援
す
る
。

三
．
地
域
活
力
の
維
持
活
動
の
推
進

～
地
域
組
織
の
先
頭
に
立
つ

地
域
活
動
の
展
開
を
～

　

商
工
会
は
、
地
域
組
織
の
先
頭

に
立
ち
、
防
犯
・
防
災
活
動
、
高

齢
者
等
地
域
住
民
の
生
活
不
便
の

解
消
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活

動
を
推
進
す
る
。
特
に
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
担
う
商
店
街
等
の

活
性
化
支
援
、
地
域
資
源
等
を
活

用
し
た
地
域
産
業
お
こ
し
や
観
光

関
連
産
業
の
振
興
、新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の
企
画
・
発
掘

な
ど
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

四
．
商
工
会
の
組
織
強
化
に
向
け

た
支
援

～
会
員
の
信
頼
に
応
え
得
る

組
織
づ
く
り
を
～

　

商
工
会
が
地
域
の
活
力
を
取
り

戻
す
原
動
力
と
な
る
よ
う
、
①
経

営
支
援
機
能
の
強
化
（
成
長
・
持

続
発
展
す
る
企
業
づ
く
り
）、
②

組
織
基
盤
の
強
化
（
商
工
会
の
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
）、
③
財
政
基
盤
の

強
化
（
安
定
し
た
組
織
運
営
）
の

三
つ
の
目
標
を
掲
げ
、
各
商
工
会

と
一
体
と
な
っ
て
様
々
な
取
り
組

み
を
積
極
的
に
展
開
す
る
。

《
新
規
・
拡
充
》

一
．
職
員
の
資
質
向
上
対
策
の
推
進

　
「
経
営
指
導
力
強
化
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
」
で
は
、
経
営
支
援
能
力
を

高
め
る
た
め
、
職
員
の
中
小
企
業

診
断
士
資
格
の
取
得
支
援
を
推
進

す
る
。

二
．
税
務
対
策
の
推
進

　
「
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口
相

談
等
事
業
」
と
し
て
、
消
費
税
軽

減
税
対
策
・
転
嫁
対
策
相
談
窓
口

を
設
置
し
、
消
費
税
の
引
上
げ
や

軽
減
税
率
制
度
の
周
知
や
導
入
支

援
の
た
め
、
円
滑
な
制
度
導
入
に

向
け
推
進
し
て
い
く
。

三
．
北
陸
新
幹
線
開
業
後
を
と
ら

え
た
地
域
活
性
化
の
推
進

　
「
地
方
公
共
団
体
連
携
型
広
域

展
示
販
売
・
商
談
会
事
業
」
に
よ

り
、
東
京
（
日
本
橋
）
に
開
設
す

る
県
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
に

て
、
県
内
商
工
会
地
域
の
特
産
品

や
観
光
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
、
販
路
開

拓
等
を
推
進
す
る
。
ま
た
、「
も

の
づ
く
り
県
と
や
ま
」
を
体
感
で

き
る
産
業
観
光
情
報
の
発
信
に
よ

る
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
創
出

を
支
援
す
る
。

四
．
地
域
資
源
活
用
事
業
の
推
進

　

地
域
資
源
活
用
事
業
で
は
、
国

産
農
林
水
産
物
・
食
品
を
活
用
し

た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
再
構
築
へ
の

取
り
組
み
を
支
援
す
る
。

五
．
共
済
事
業
の
推
進

　

地
震
や
自
然
災
害
で
の
事
業
休

業
を
補
償
し
た
、
休
業
対
応
応
援

共
済
等
の
普
及
の
た
め
富
山
県
火

災
共
済
協
同
組
合
と
連
携
し
推
進

す
る
。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

3Dシステム事業部 〒〒939-2741939 2741 富山県富山市富山県富山市部部3Dシステム事業部3Dシステム事業業部業部

３次元をプロデュース
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商工
春秋

四
月
よ
り
電
力
の

小
売
全
面
自
由
化

が
始
ま
っ
た
。
全

面
と
言
う
の
は
、
工
場
な

ど
が
対
象
の
「
高
圧
区

分
」
の
供
給
は
以
前
か
ら
自
由

化
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
「
低

圧
区
分
」
の
解
禁
で
家
庭
や
商

店
で
も
電
力
会
社
が
選
べ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
多

く
の
事
業
者
が
低
料
金
や
セ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
ウ
リ
に
新

規
参
入
し
て
き
た
。
自
分
の
ベ

ス
ト
な
選
択
に
頭
を
悩
ま
す
こ

と
に
な
り
そ
う
だ
▼
自
由
化
と

言
う
と
不
安
を
感
じ
る
人
も
い

る
だ
ろ
う
。
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
で
は
、
高
速
バ
ス
事
業
の

規
制
緩
和
で
は
価
格
競
争
の
激

化
が
安
全
性
を
お
ざ
な
り
に
し

て
し
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

る
▼
一
方
で
新
た
な
競
争
が
時

と
し
て
素
晴
ら
し
い
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。

通
信
の
自
由
化
の
際
に
は
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
技
術
が
急
速
に

発
達
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

普
及
・
拡
大
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
新
し
い
技
術
が
旧
態
依
然

の
コ
ス
ト
構
造
を
壊
し
て
こ
そ

成
功
が
見
え
て
く
る
。
電
力
自

由
化
が
単
な
る
安
売
り
競
争
に

終
る
の
で
は
な
く
、
技
術
革
新

に
よ
る
新
し
い
価
値
を
提
供
し

て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
事
例
発
表
会
を
開
催

県
商
工
会
連
合
会「
臨
時
総
会
」を
開
催

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
中
瀬
淳
哉
会
長
）
と
県
商
工
会
女
性
部
連
合

会
（
徳
永
た
つ
子
会
長
）
は
、
三
月
十
八
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
事
例
発
表
会
を
開
催
し
た
。

　
県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文
会
長
）
は
三
月
二
十
八
日
、
中
小
企
業

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
臨
時
総
会
」
を
開
催
し
、
新
年
度
の
事
業
計

画
や
収
支
予
算
な
ど
を
審
議
・
決
定
し
た
。

こ
の
発
表
会
は
、
富
山
県
が
提

案
公
募
事
業
と
し
て
実
施
し
た

「
元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援

事
業
」
の
取
組
内
容
に
つ
い
て
発

表
を
行
う
も
の
で
、
今
年
度
は
五

つ
の
青
年
部
と
三
つ
の
女
性
部
が

採
択
を
受
け
、
地
域
で
の
活
動
内

容
や
そ
の
成
果
に
つ
い
て
発
表
を

行
っ
た
。
最
後
に
県
商
業
ま
ち
づ

く
り
課
の
五
十
里
課
長
か
ら
、「
ど

の
事
例
も
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
熱
い
思
い
の
伝
わ
る
事
例
で
し

た
。
地
域
支
援
は
、
地
元
の
価
値

を
認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、

小
さ
く
て
も
次
に
つ
な
が
る
『
継

続
』
を
意
識
し
た
取
り
組
み
が
大

切
で
す
。
来
年
度
も
当
事
例
を
参

考
に
、
各
地
域
で
活
性
化
に
資
す

る
取
り
組
み
を
期
待
し
ま
す
。」
と

講
評
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
度 
実
施
商
工
会
青
年
部

○
入
善
町
商
工
会
青
年
部

仮
装
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
で
に
ぎ

わ
い
創
出

○
富
山
市
南
商
工
会
青
年
部

　
婦
中
支
部

地
域
の
絆
「
我
ら
婦
中
の
仕
事

人
」
マ
ッ
プ
制
作
事
業

○
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
青
年
部

八
尾
・
山
田
産
古
米
を
活
用
し

　

臨
時
総
会
の
冒
頭
、
石
澤
会
長

は
「
小
規
模
企
業
振
興
基
本
法
の

成
立
に
よ
っ
て
、
小
規
模
企
業
を

支
援
す
る
政
策
が
次
々
と
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。県
に
お
い
て
も『
中

小
企
業
の
振
興
と
人
材
の
育
成
等

に
関
す
る
基
本
条
例
』
を
改
正
い

た
米
粉
商
品
開
発

○
射
水
市
商
工
会
青
年
部

射
水
の
魅
力
を
一
つ
に
！
特
産

品
グ
ル
メ
Ｍ
Ｅ
Ｅ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

○
高
岡
市
商
工
会
青
年
部

高
岡
市
し
し
グ
ル
メ
定
着
化
事
業

実
施
商
工
会
女
性
部

○
立
山
舟
橋
商
工
会
女
性
部

立
山
舟
橋
地
内
の
歴
史
旧
跡
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業

○
富
山
市
八
尾
山
田
商
工
会
女
性
部

越
中
八
尾
神
通
回
廊
発
！
地
域

の
お
宝
体
感
魅
力
発
信
事
業

○
小
矢
部
市
商
工
会
女
性
部

　
小
矢
部
支
部

観
光
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
等
を
活
用

し
た
元
気
な
お
や
べ
Ｐ
Ｒ
事
業

た
だ
き
、
条
例
名
に
『
小
規
模
企

業
の
持
続
的
な
発
展
の
促
進
等
』

を
追
加
さ
れ
、
前
文
、
目
的
、
基

本
理
念
に
お
い
て
も
、
小
規
模
企

業
の
支
援
体
制
を
明
確
に
し
て
い

た
だ
い
た
。
市
町
村
の
中
に
も
条

例
を
制
定
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
も

あ
り
、
目
に
見
え
る

施
策
が
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の

施
策
を
十
分
活
用
で

き
る
よ
う
商
工
会
の

指
導
員
の
育
成
に
も

積
極
的
に
取
り
組
み

た
い
。」
と
挨
拶
。

　

こ
の
あ
と
大
井
高

岡
市
商
工
会
長
が
議

長
と
な
り
、
二
十
八

年
度
事
業
計
画
や
収

支
予
な
ど
八
議
案
を

原
案
通
り
可
決
承
認

し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
来

賓
の
大
坪
昭
一
県
商

工
労
働
部
長
よ
り
祝

辞
が
あ
り
閉
会
し

た
。

発表する射水市商工会青年部

開会挨拶をする石澤会長
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地方創生推進資金「県内進出・本社機能等強化支援枠」の創設
　地方拠点強化税制に呼応し、県外企業の県内への移転・進出を促し、県内において本社機能等を強化する県内中小企業者を支援するため、
本資金を創設する。

融 資 対 象 ①県外で１年以上事業を営む中小企業者で、新たに富山県内で事業を開始する予定があるものまたは県内で事業開始後１年以内のもの
②地方活力向上地域特定業務施設整備計画（知事が計画認定）に基づく施設・設備等の導入を行う県内中小企業者

資 金 使 途 設備資金・運転資金 融 資 期 間
設備７年以内（うち据置期間１年以内）　
運転５年以内（うち据置期間１年以内）
※設備投資に伴い建物 ( 土地 ) を同時に取得
する場合10年以内 (うち据置期間1年以内 )

融資限度額 5,000万円（うち運転資金3,000万円）　※設備投資に伴い建物（土地）を同時に取得する場合１億円

融 資 利 率

<融資対象①>年1.30％以内
※県内雇用５人以上の場合は年1.25％以内に優遇
※地方活力向上地域特定業務施設整備計画による場合は
年1.20％以内に優遇
<融資対象②>年1.20％以内

新規融資枠 25億円

予　 算　 額 10億円

設備投資促進資金「生産性向上支援枠」の創設
　国において、中小企業の生産性向上のため、設備投資減税制度の導入や省エネ補助金の大幅な拡充を行うこととしている。この動きに
呼応し、本資金を創設し、生産性向上のための設備投資を積極的に支援する。（取扱期間：平成31年3月31日まで）

融 資 対 象 老朽化した生産設備から生産性またはエネルギー効率が１％以上向上する生産設備への入替えもしくは新たに増設する
中小企業者

資 金 使 途 設備資金（運転資金） 融 資 期 間 設備7年以内（うち据置期間１年以内）　
運転5年以内（うち据置期間1年以内）

融資限度額 5,000万円（うち運転資金1,000万円） 新規融資枠 65億円
融 資 利 率 年1.25％以内（小規模企業者年1.20％以内） 予　 算　 額 26億円

地方創生推進資金「海外市場開拓支援枠」の拡充
　環太平洋パートナーシップ（TPP）協定の発効に向け、中小企業の海外展開を積極的に支援するため、本資金を拡充する。

融 資 対 象
海外市場へ進出する中小企業者が、
①支店・営業拠点等の海外事業拠点の開設（合弁会社等の海外現地法人の設立を含む）に要する資金
※県内事業所の規模縮小・従業員の減少を伴わないもの
②海外向け製品の生産・販売等に要する資金　※生産は県内で行われるものに限る

資 金 使 途 設備資金・運転資金 融 資 期 間 設備10年以内（うち据置期間１年以内）
運転５年以内（うち据置期間１年以内）

融資限度額 設備資金4,000万円、運転資金1,000万円 新規融資枠 ３億円

融 資 利 率 年1.30％以内
※TPP域内を対象とする場合は年1.25％以内に優遇 予　 算　 額 1.2 億円

設備投資促進資金の金利引下げ措置の拡充と延長
　本県の設備投資は増加傾向にあるが、引き続き、中小企業の幅広い設備投資を促し、持続的な景気回復につなげるため、融資利率の引
下げ幅を拡大したうえで、優遇期間を平成29年3月31日まで１年間延長する。

融 資 対 象 機械設備、事業用車両の導入 建物（土地）の取得
融資限度額 5,000万円 １億円
融 資 期 間 ７年以内（うち据置期間１年以内） 10年以内（うち据置期間１年以内）
融 資 利 率 【優遇措置】年1.65％以内　　　←【本則】年1.90％以内
新規融資枠 55.5 億円 予　 算　 額 18.5 億円

経営安定資金「小規模企業支援枠」の取扱期間の延長
　人件費の上昇や円安による仕入コストの高止まり等により、厳しい経営状況となっている小規模企業者の資金繰りを支援するため、本
資金の取扱期間を平成29年3月31日まで１年間延長する。

融 資 対 象 最近３ヶ月の売上総利益率または営業利益率が前年同期比△５％以上の小規模企業者
資 金 使 途 運転資金 融 資 期 間 7年以内（うち据置期間1年以内）
融資限度額 3,000万円 新規融資枠 40億円
融 資 利 率 年1.20％以内 予　 算　 額 10億円

経済変動対策緊急融資の取扱期間の延長
　厳しい経営状況が懸念される中小企業の資金繰りを支援するため、本資金の取扱期間を平成29年3月31日まで１年間延長する。

融 資 対 象
①最近3ヶ月の売上高等が前年同期比△5％以上
②原油等の原価依存率が20％以上、かつ、仕入価格が20％以上上昇、かつ売上高に占める最近3ヶ月の原油等の仕
入価格の割合が前年を上回っている

資 金 使 途 運転資金 融 資 期 間 7年以内（うち据置期間1年以内）
融資限度額 地域産業対策枠との合計で8,000万円 新規融資枠 100億円
融 資 利 率 年1.25％以内 予　 算　 額 25億円

緊急経営改善資金（借換資金）の取扱期間の延長
　人件費の上昇や円安による仕入コストの高止まり等により、厳しい経営状況となっている中小企業者の資金繰りを支援するため、本資
金の取扱期間を平成29年3月31日まで１年間延長する。

融 資 対 象 最近３ヶ月の売上高が過去３年間のいずれかの年の同期比△５％以上
資 金 使 途 借換資金

融資限度額
一般枠　8,000万円
小口枠　2,000万円
※借換と同額（上限1,000万円）までの新規運転資金を含む

融 資 期 間 10年以内（うち据置期間1年以内）
新規融資枠 120億円（一般枠100億円、小口枠20億円）

融 資 利 率 年1.70％以内 予　 算　 額 28.34億円（一般枠25億円、小口枠3.34億円）

平成28年度中小企業向け県制度融資の見直しについて
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平成２８年度 “とやま起業未来塾 ”
塾生募集

◇コ ー ス
　ものづくり・新伝統産業コース　　（定員５名程度）
　グローバル・全国展開コース　　　（定員５名程度）
　商業・サービス業コース　　　　　（定員５名程度）
　コミュニティビジネスコース　　　（定員５名程度）
◇受講期間　平成 28 年 6 月から平成 28 年 11 月まで
　　　　　　※原則、土曜日午後開講
◇受 講 料　３万円（交流会参加時は別途負担あり）
◇募集締切　４月１８日（月）必着
※とやま起業未来塾ホームページ（http://www.toyama-

mirai.com/）よりお申し込みください。
　 　

■お問合せ先■
（公財）富山県新世紀産業機構

とやま起業未来塾事務局（企画管理課内）
TEL 076-444-5601

県総合デザインセンター「デザイン工房」
リニューアルオープン

　県総合デザインセンターでは、デザインを活用した商品
開発を支援するため、企業の皆様を対象に商品化相談や技
術指導を行うとともに、商品開発に役立つ設備を低料金で
ご利用いただけるよう開放しています。このたび、同セン
ター内「デザイン工房」に、樹脂やワックスを精密に造形
する３D プリンター等の４設備を整備し、リニューアルオー
プンしました。利用希望の方はお気軽にお問合せください。

【利用時間】平日８：１５～１７：１５
【利 用 料】相談は無料、設備利用は有料
　　　　　　（詳細はお問合せください）
　 　　　　

■お問合せ先■
県総合デザインセンター
（高岡市オフィスパーク５）
TEL 0766-62-0510

http://www.toyamadesign.jp/

交
流
人
口

☆
☆

シ
リ
ー
ズ
☆
☆

　
こ
の
連
載
も
今
月
で
最
終
回
と
な

り
ま
し
た
。
新
幹
線
延
伸
開
業
以

来
、
こ
れ
と
い
っ
た
題
材
も
無
い
ま

ま
過
ぎ
去
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
た

矢
先
、
テ
レ
ビ
で
（
番
組
名
は
失
念

し
た
）
久
々
の
快
挙
を
見
ま
し
た
。

　
立
山
曼
荼
羅
の
里
、
立
山
中
宮
寺

最
高
の
大
法
要
で
あ
る
布
橋
灌
頂

会
（
ぬ
の
ば
し
か
ん
じ
ょ
う
え
）
が
、

何
と
パ
リ
の
サ
ン
マ
ル
タ
ン
運
河
に

か
か
る
橋
の
上
で
フ
ラ
ン
ス
の
女
性

達
を
集
め
て
行
わ
れ
た
の
で
す
。

　
近
年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
身
を
清
め

る
「
デ
ト
ッ
ク
ス
」
に
注
目
が
集
ま

り
、
東
洋
の
観
光
地
の
中
で
も
癒
し

効
果
が
あ
る
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
人

気
だ
そ
う
で
す
。

　
青
森
の
ね
ぶ
た
が
浅
草
に
、
浅
草

の
三
社
ま
つ
り
が
パ
リ
に
な
ど
、
筆

者
に
し
て
み
れ
ば
、
よ
そ
の
地
に
持

ち
込
む
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
、
こ
れ
ら

の
宣
伝
効
果
に
は
い
さ
さ
か
敬
意
を

表
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
早
速
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
筆
者
の

周
囲
の
者
に
話
題
と
し
て
話
し
た
と

こ
ろ
「
け
し
か
ら
ん
。
宗
教
行
事
を

何
と
思
っ
て
い
る
」「
あ
の
法
要
は

あ
の
場
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

し
、
そ
こ
ま
で
し
な
い
で
も
人
は
来

て
い
る
」
と
お
冠
で
し
た
。

　
別
に
宗
教
心
を
と
や
か
く
言
う
気

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
感
覚
が
観

光
振
興
、
交
流
人
口
振
興
の
ス
カ
ー

ト
の
す
そ
を
踏
ん
で
い
る
ん
だ
な
と

痛
感
し
た
の
で
す
。
越
中
弁
の
「
旅

の
人
」
の
一
人
で
あ
る
筆
者
に
は
残

念
な
が
ら
こ
れ
以
上
返
す
言
葉
が
見

つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
時
間
距
離
が
短
縮
さ
れ
、
人
々
の

交
流
が
闊
達
に
な
っ
て
い
く
中
、
い

つ
ま
で
も
門
を
閉
ざ
し
て
自
分
た
ち

だ
け
の
世
間
を
連
綿
と
継
承
し
て
い

き
た
い
気
持
ち
は
察
し
て
余
り
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
は

兵
糧
に
も
限
界
が
あ
り
、
弓
折
れ
矢

尽
き
る
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
「
な
ん
の
こ
っ
ち
ゃ
」
と
お
叱
り

を
頂
く
前
に
、
こ
の
連
載
で
言
い
た

い
こ
と
、
一
つ
だ
け
。「
県
民
の
皆

さ
ん
、
春
は
近
い
、
表
通
り
は
桜
が

咲
い
て
人
が
沢
山
通
っ
て
い
る
。
だ

か
ら
、
ぜ
ひ
、
窓
を
、
扉
を
、
門
を
、

開
け
て
外
の
空
気
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。」
そ
こ
に
は
子
供
た
ち
が
笑
い
、

夢
と
希
望

に
あ
ふ
れ

た
世
界
が

き
っ
と
あ

る
は
ず
で

す
。

（
県
連
専
門
指
導
員　

鈴
木　

英
雄
）

お問合せ先：協会けんぽ富山支部　TEL076-431-6156

保険料率の改定のお知らせ
平成 28 年 3 月分（4 月納付分）から、健康保険料率が改定されます。

　　　健康保険料率　9.83％（※現行 9.91％）
　　　介護保険料率　1.58％（※改定なし）
＊健康保険料と介護保険料は、労使折半となります。
＊ 40 歳から 64 歳までの方（介護保険第２号被保険者）には、健康保険料率に介護保険料率が
　加わります。
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平成28年度「とやま中小企業チャレンジファンド事業」募集中！
◎募集締切： 4 月 21 日 ( 木 ) 迄
◎対象事業
■ものづくり研究開発支援事業
　助成率：1/2 以内 助成額 2,000 千円以内
■ビジター対応ビジネス支援事業
　助成率：1/2 以内　助成額 1,000 千円以内

経営お役立ち情報経営お役立ち情報経営お役立ち情報

■販路開拓挑戦応援事業
助成率：1/3 以内　助成額　県外 250 千円（首都
圏 350 千円）国外分 500 千円以内
■小さな元気企業応援事業
　助成率：1/2 以内、助成額 500 千円以内

※詳しくは、 とやま　チャレンジファンド事業
■お問合せ先　（公財）富山県新世紀産業機構

TEL076-444-5600

松井　瞭太
（富山市八尾山田商工会）

島崎　有人
（高岡市商工会）

舛田　義樹
（高岡市商工会）

栗原　ゆい
（小矢部市商工会）

菓子谷弥虹
（県商工会連合会）

新
規
採
用

新 旧 氏　　名
朝日町商工会

事務局長心得（昇任） 朝日町商工会 主任経営指導員 小林　光義
主任経営指導員（昇任） 入善町商工会 経営指導員 藤田　誠弘

入善町商工会
事務局長（昇任） 入善町商工会 事務局長心得兼主任経営指導員 本多　光一
経営指導員 下新川地域商工会広域協議会 経営指導員 水野　　弘
経営支援員 富山市北商工会 補助員 野坂　由理

下新川地域商工会広域協議会
経営指導員（昇任） 富山市南商工会 記帳専任職員 岩崎　裕美

上市町商工会
事務局長（昇任） 上市町商工会 事務局長心得兼主任経営指導員 宮本　　晃

立山舟橋商工会
主任経営指導員 富山市北商工会 主任経営指導員 清水　英淳

富山市南商工会

事務局長心得（昇任） 富山市南商工会 婦中支部センター長心得
兼主任経営指導員 高島　正人

婦中支部センター長心得
兼主任経営指導員（昇任） 富山市南商工会 主任経営指導員 岡村　孝志

上席経営指導専門員 県商工会連合会 全国商工会連合会地方事
務局富山事務所長 山尾憲一郎

主任経営指導員（昇任） 富山市八尾山田商工会 経営指導員 平井　　亨
経営支援員 高岡市商工会 補助員 守城佳奈子

富山市八尾山田商工会
事務局長（昇任） 富山市八尾山田商工会 事務局長心得 田代　忠之
経営指導員（昇任） 富山市八尾山田商工会 補助員 小川　茂之
経営支援員 【新規採用】 松井　瞭太

富山市北商工会
事務局長心得（昇任） 富山市北商工会 水橋支所長兼主任経営指導員 田原　明人
水橋支所長心得兼主任経営指導員（昇任） 富山市北商工会 主任経営指導員 岩城　　勉
経営指導員 射水市商工会 経営指導員 山田　尚美
経営指導員 高岡市商工会 経営指導員 宮脇　年範
経営指導員（昇任） 立山舟橋商工会 補助員 岡本　祐二

射水市商工会
主任経営指導員 富山市北商工会 主任経営指導員 篠田　千春
経営指導員（昇任） 小矢部市商工会 補助員 山本　大樹
経営支援員 県商工会連合会 補助員 室　留美子

人 事 異 動人 事 異 動
新 旧 氏　　名

高岡市商工会
経営指導員（昇任） 高岡市商工会 補助員 泉　　徳子
経営指導員（昇任） 高岡市商工会 記帳専任職員 西野　伸吾
経営支援員 射水市商工会 補助員 五十嵐彩乃
経営支援員 【新規採用】 島崎　有人
経営支援員 【新規採用】 舛田　義樹

小矢部市商工会
主任経営指導員（昇任） 小矢部市商工会 経営指導員 小幡　知之
経営支援員 【新規採用】 栗原　ゆい

庄川町商工会
経営支援員 南砺市商工会 記帳専任職員 小西勢津子

南砺市商工会
事務局長（昇任） 南砺市商工会 福光事務所長兼主席経営指導員 北清　俊一
福光事務所長兼主任経営指導員 南砺市商工会 井波事務所長兼主任経営指導員 竹中　雅司
井波事務所長兼主任経営指導専門員（昇任） 南砺市商工会 主任経営指導員 舟木　正敏
主任経営指導員 射水市商工会 主任経営指導員 川上　智弘
主任経営指導員（昇任） 南砺市商工会 経営指導員 稲塚　育子
経営指導員 高岡市商工会 経営指導員 加賀見政和
経営指導員（昇任） 南砺市商工会 補助員 橋本　陽介
経営支援員 庄川町商工会 記帳専任職員 橋場　京子

県商工会連合会
特命担当プロジェクトマネー
ジャー兼上席経営指導専門員 南砺市商工会 事務局長 斉藤　茂男

事務局次長・総務課長事務取
扱兼主任商工会指導員（昇任）県商工会連合会 総務課長兼主任商工会指導員 黒川　　修

経営支援員 【新規採用】 菓子谷弥虹
参事（県中小企業大学校担当） 【嘱託採用】 見角　利弘
コーディネーター（消費税対策担当） 【嘱託採用】 堀　　信昭

平成 28 年３月 31 日付

所属・職名 氏　　名
【 退　職 】 朝日町商工会 事務局長兼主席経営指導員 木村　幸夫
【 退　職 】 入善町商工会 補助員 草島　恵子
【 退　職 】 立山舟橋商工会 経営指導員 吉秋　　潤
【 退　職 】 富山市南商工会 事務局長 見角　利弘
【 退　職 】 富山市南商工会 主席経営指導員 高島　信一
【 退　職 】 富山市北商工会 事務局長 海老江　渉
【 退　職 】 南砺市商工会 経営指導員 山田　哲雄
【 退　職 】 県商工会連合会 参事（県中小企業大学校担当・嘱託） 永田　修一
【 退　職 】 県商工会連合会 専門経営指導員 堀　　信昭

平成 28 年４月１日付

職員名称の変更
について
「補助員」「記帳専
任職員」という名
称を４月１日より、
『経営支援員』に変
更いたします。
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福野夜高祭 5/1（日）～5/3（祝） 福野夜高祭連絡協議会 0763-22-1120

越中八尾曳山祭 5/3（祝） 越中八尾観光協会 076-454-5138

庄川木工まつり 5/3（祝）～5/4（祝） 庄川町商工会 0763-82-1155

城端曳山祭 5/4（祝）～5/5（祝） （一社）南砺市観光協会城端観光案内所 0763-62-1812

水田逆さ合掌ライトアップ 5/12（木）～5/15（日） 五箇山観光総合案内所 0763-66-2468

なりひら風の市 5/14（土） なりひら風の市実行委員会 076-455-3181

風の盆ステージ・町なかガイドツアー 5/14（土）・5/28（土） 越中八尾観光協会 076-454-5138

阿曾の市 5/14（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

津沢夜高あんどん祭田楽行燈点燈式 5/14（土） 小矢部市商工会津沢支所 0766-61-2356

第 38回越中だいもん凧まつり 5/15（日）　 射水市商工会大門支所 0766-52-3510

南砺いのくちヘラブナ釣り大会 5/15（日）<予定>　 井口行政センター 0763-64-2211

第 19回売比河鵜飼祭 5/21（土） 売比河鵜飼祭実行委員会 076-465-2494

第 29回猿倉山フェスティバル 5/29（日） 大沢野イベント実行委員会 076-467-1963

ふれあい青空市「やまだの案山子」 5月（月・火・水・土・日） ふれあい青空市「やまだの案山子」運営委員会 076-457-2333

各地の 月イ ベ ン トイ ベ ン ト
イベント名 開催日 お問合せ先

5

富
山
市
北
商
工
会

　

富
山
市
北
商
工
会
で
は
、
富
山
市
が
取
組

ん
で
い
る
、「
富
山
市
地
域
商
業
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
協
力
し
て
い
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、地
域
商
業
で「
が

ん
ば
る
商
店
」
を
発
掘
し
、
商
店
の
魅
力
を

効
果
的
に
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の
指
導
を
商
業
者
に

行
う
こ
と
で
、
時
代
に
対
応
し
た
情
報
発
信

が
で
き
る
商
業
者
の
育
成
を
図
り
、
店
舗
の

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
も
の
で
あ

る
。

■
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
「
繋
が
り
」

　

異
業
種
間
の
交
流
や
人
材
育
成
な
ど
、
商
業

者
の
基
盤
強
化
に
資
す
る
今
後
の
商
業
施
策
を

効
果
的
に
展
開
す
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
促
進
さ
せ
る
サ
ー

ビ
ス
で
あ
る
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
「
こ
ら
れ
よ
！
」
を
作
成
。
こ
れ

に
よ
り
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
す
る
こ
と
で
、

商
店
の
Ｐ
Ｒ
と
商
業
者
・
消
費
者
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

　

地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
店
舗
や
、
が
ん

ば
る
商
店
主
ら
の
日
々
の
努
力
す
る
姿
を
情
報

と
し
て
集
約
し
、
効
果
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

す
る
こ
と
で
、
価
格
・
利
便
性
志
向
に
あ
る
市

民
に
対
し
て
地
域
商
業
の
重
要
性
に
つ
い
て
理

解
を
促
し
、
商
業
者
の
経
営
に
対
す
る
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
繋
げ
る
想
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。

■
地
域
活
性
化
と
マ
ッ
チ
ン
グ
効
果

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
を
実
際
の
商
業
活
動
に
活

用
し
、
こ
れ
ま
で
対
象
と
し
て
こ
な
か
っ
た
客

層
（
若
年
層
、
地
域
外
見
込
客
等
）
に
向
け
て

情
報
発
信
し
た
こ
と
で
、
新
規
顧
客
の
獲
得
や

既
存
顧
客
の
囲
い
込
み
に
繋
が
っ
て
い
る
。
お

客
様
と
の
話
題
も
増
え
る
よ
う
に
な
り
、
地
域

活
性
化
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
会
員
事
業
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
増
え
た
こ
と
で
結
束
も
深
ま
り
、
新

た
な
交
流
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、
事
業
者
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
を
創
出
で
き
た
こ
と
が
大

き
な
成
果
で
あ
る
。

富
山
市
北
商
工
会
　
水
橋
支
所
　
　
　

主
任
経
営
指
導
員
　
前
田
　
主
税

　

取
組
み
を
通
し
て
、
地
域
商
業
の
情
報

を
発
信
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
会
員
同

士
が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
を
生
む
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

個
々
の
事
業
所
が
元
気
に
な
り
、
結
果
と

し
て
地
域
の
活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
今
後

も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

ポータルサイト「こられよ！」



色
彩
ゆ
た
か
な

　

入
善
町
・
朝
日
町
を

　
　
　
　
　

訪
ね
て
み
た
。

■ 

入
善
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド 

①

　

「
に
ゅ
う
ぜ
ん
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー

ド
」
は
、
大
自
然
の
中
に
会
場
が

あ
り
、
雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
を
背

景
に
色
と
り
ど
り
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
一
面
に
咲
き
、
訪
れ
る
人
た

ち
を
感
動
さ
せ
て
い
る
。
今
年
も

四
月
九
日
（
土
）
か
ら
開
催
さ
れ

る
。

■ 

朝
日
町
の
ヒ
ス
イ
海
岸 

②

　

ヒ
ス
イ
の
原
石
が
打
ち
上
げ
ら

れ
る
世
界
的
に
も
大
変
珍
し
い

「
ヒ
ス
イ
海
岸
」
で
は
、
ヒ
ス
イ

の
原
石
を
一
年
を
通
じ
て
探
す
こ

と
が
で
き
る
。
ヒ
ス
イ
色
の
美
し

い
海
岸
は
、
夕
日
で
オ
レ
ン
ジ
色

に
染
ま
る
。
こ
の
海
岸
近
く
に
あ

る
旅
館
、
民
宿
や
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

の
た
ら
汁
は
絶
品
で
あ
る
。

■ 

朝
日
町
の
バ
タ
バ
タ
茶
会
③

　

日
本
で
唯
一
の
後
発
酵
茶
「
黒

茶
」
で
二
本
合
わ
せ
の
夫
婦
茶
筅

で
カ
タ
カ
タ
と
い
い
音
を
響
か
せ

な
が
ら
泡
立
て
な
が
ら
飲
む
。
地

域
に
続
く
生
活
文
化
で
あ
り
、
朝

日
町
蛭
谷
地
区
の
「
バ
タ
バ
タ
茶

伝
承
館
」
、
歴
史
公
園
「
川
上

家
」
で
バ
タ
バ
タ
茶
会
の
雰
囲
気

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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元気

　

経
済
学
の
書
籍
で
は
、「
組
織
の
目
的
は

利
潤
最
大
化
」と
目
に
す
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
。し
か
し
、「
利
益
追
求
は
、あ
る
目
的
を

達
成
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、最

終
目
的
で
は
な
い
」と
考
え
て
い
る
経
営
者

は
少
な
く
な
い
。

　

南
砺
市
福
野
駅
前
で
、居
酒
屋
の「
和
伊

之
介
」を
経
営
し
て
い
る
吉
田
健
一
氏
も
そ

の
一
人
で
あ
る
。

　

地
元
福
野
の
発
展
に
貢
献
す
る
た
め
に

は
、人
気
店
と
な
り
福
野
に
人
を
呼
び
込
む

こ
と
と
、お
店
で
少
し
で
も
多
く
の
人
を
雇

用
す
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
ん
な
吉
田
氏
は
、イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト

ラ
ン
で
長
年
修
行
を
積
ん
で
お
り
、他
の
居

酒
屋
で
は
味
わ
え
な
い
本
格
的
な
メ

ニ
ュ
ー
が
人
気
だ
。中
で
も
、と
ろ
け
る
フ

ワ
フ
ワ
な
卵
と
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
、ラ
イ
ス
が

絡
み
、エ
ビ
の
プ
リ
ッ
と
し
た
食
感
が
絶
妙

地
元
の
発
展
に
貢
献
す
る

昭和52年3月12日第三種郵便物認可

で
あ
る「
エ
ビ
の
ト
マ
ト
ク
リ
ー
ム
オ
ム

ラ
イ
ス
」は
、当
店
の
目
玉
料
理
の
一
つ
で

あ
る
。

　

ま
た
、様
々
な
ワ
イ
ン
を
扱
っ
て
お
り
、

ピ
ザ
の
需
要
も
多
い
こ
と
か
ら
、昨
年
夏

に
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
を
使
っ
た
ピ
ザ
の

新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
取
り
組
み
、新
た
な

フ
ァ
ン
を
獲
得
し
て
い
る
。

　

こ
の
新
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
必
要
な
窯
の

購
入
な
ど
に
は
、小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
を
活
用
し
て
い
る
。ま
た
、七
年
前

の
創
業
時
に
は
、店
内
改
装
費
や
家
賃
を

補
助
し
て
も
ら
え
る
南
砺
市
の
起
業
家
育

成
支
援
事
業
補
助
金
を
活
用
し
、創
業
時

か
ら
南
砺
市
商
工
会
が
支
援
し
て
い
る
。

　
「
様
々
な
支
援
以
外
に
も
、商
工
会
で
築

い
た
経
営
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
多
く

の
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、大
変
参
考
に

な
る
。」と
語
っ
て
く
れ
た
吉
田
氏
の
笑
顔

は
、地
元
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
経
営

者
の
笑
顔
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

取材協力

和伊之介

8

エビのトマトクリームオムライス

住　　所：下新川郡入善町入膳５２３２－５
電　　話：０７６５－７２－０１６３

　

昨
今
十
月
に
な
る
と
「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
」
と
い
う
声
を
よ
く
聞
く
よ
う
に

な
っ
た
。
一
説
に
よ
る
と
日
本
国
内
に
お

け
る
「
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」
の
経
済
効
果
は
千

百
億
円
以
上
と
言
わ
れ
て
お
り
、
バ
レ
ン

タ
イ
ン
の
経
済
効
果
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
入
善
町
で
は
都
市
部
の
よ
う

に
、
仮
装
し
て
盛
り
上
が
る
よ
う
な
イ
ベ

ン
ト
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
入
善
町
商
工
会
青
年
部
は
、

平
成
二
十
七
年
度
元
気
な
商
工
会
地
域
づ

く
り
支
援
事
業
を
活
用
し
、
仮
装
を
楽
し

む
「
に
ゅ
う
ぜ
ん
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
リ
ィ
」

を
開
催
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
青
年
部
が
試
行

錯
誤
し
て
開
発
し
た
「
入
善
深
層
水
仕
込

み
の
カ
キ
ピ
ザ
」
を
参
加
者
に
堪
能
し
て

も
ら
い
、
入
善
町
の
特
産
品
で
あ
る
カ
キ

の
Ｐ
Ｒ
も
行
っ
た
。

　

ま
た
、
同
事
業
と
は
別
に
商
工
会
が
進

め
て
い
た
企
画
で
、
中
心
市
街
地
で
カ
キ

に
ゅ
う
ぜ
ん
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
パ
ー
リ
ィ

料
理
を
扱
っ
て
い
る
飲
食
店
を
回
る「
に
ゅ

う
ぜ
ん
バ
ル
街
」
を
同
時
に
開
催
し
た
。

（「
バ
ル
」
と
は
、
ス
ペ
イ
ン
語
で
居
酒
屋

や
食
堂
、
社
交
場
と
い
う
意
味
。）

　

結
果
と
し
て
は
、「
に
ゅ
う
ぜ
ん
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
パ
ー
リ
ィ
」
に
は
、
県
内
中
か
ら

参
加
者
が
集
ま
り
、
地
元
の
特
産
品
で
あ

る
カ
キ
を
多
く
の
人
た
ち
に
Ｐ
Ｒ
で
き
た
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
な
ど
が
仮

装
し
て
「
に
ゅ
う
ぜ
ん
バ
ル
街
」
参
加
店

を
回
る
な
ど
、
週
末
の
街
中
は
賑
わ
い
を

見
せ
、
飲
食
店
を
利
用
す
る
客
数
が
普
段

以
上
に
多
か
っ
た
。

　

仮
装
を
し
た
こ
と
に
よ
る
テ
ン
シ
ョ
ン

の
高
ま
り
が
、
飲
食
店
の
回
遊
に
繋
が
り
、

複
数
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
時
開
催
し
た
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
た
。

　
「
一
＋
一
」
が
「
二
」
で
は
な
く
、「
三
」

に
も
「
四
」
に
も
な
る
こ
と
を
実
践
し
た

青
年
部
の
更
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

問い合わせ先

入善町商工会青年部

入善深層水仕込みのカキピザ

入善町商工会青年部の皆さん


